
（
一
）

中
野
操
先
生
の
論
文
の
一
つ
に
、
「
ロ
イ
ト
ル
と
ポ
ー
ド
イ
ン
ー
同
一
人
説
を
否
定
す
」
が
あ
る
。
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
に
関
す

る
、
岡
山
へ
残
さ
れ
た
古
記
録
の
中
に
、
彼
の
姓
名
を
ロ
イ
ト
ル
ポ
ー
ド
ヰ
ン
と
記
し
た
書
類
（
維
新
以
来
外
国
人
雇
入
書
類
岡
山
県
立

図
書
館
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
書
類
を
根
拠
に
、
戦
前
戦
後
の
岡
山
で
は
、
ロ
イ
ト
ル
と
ポ
ー
ド
イ
ン
の
同
一
人
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
通
説
に
対
し
、
中
野
操
先
生
は
、
当
時
国
内
で
集
め
得
た
も
っ
と
も
詳
細
で
か
つ
正
確
な
資
料
を
元
に
、
ロ
イ
ト
ル
と
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ

ン
（
シ
日
。
ロ
：
印
画
ロ
ｏ
胃
易
醇
且
巨
冒
扇
９
１
誤
）
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
の
が
こ
の
論
文
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
中
野
操
先
生
は
、
最
後
に
こ
う
付
け
加
え
た
。

岡
山
の
人
た
ち
が
な
ぜ
あ
の
よ
う
に
ボ
ー
ド
イ
ン
に
強
い
執
着
を
し
め
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
至
極
簡
単
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
イ
ン
は

あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
反
対
に
ロ
イ
ト
ル
は
ま
っ
た
く
無
名
の
人
で
あ
る
。
人
物
の
価
値
、
声
誉
の
点
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
、

ロ
イ
ト
ル
を
ポ
ー
ド
イ
ン
に
置
き
か
え
た
い
と
い
う
切
な
る
悲
願
の
あ
ら
わ
れ
と
見
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
晩
年
の
温
厚
な
性
格
の
先
生
し
か
知
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
先
生
は
妄
説
を
根
拠
不
充
分
の
ま
ま
唱
え
る
人
倉
に
我
慢
出
来
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
論
考
の
中
に
は
、
い
い
か
げ
ん
な
事
を
言
っ
た
人
に
対
し
、
日
本
人
離
れ
し
た
攻
撃
的
表
現
を
使
っ
て
い
る
も
の

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

を
時
を
見
か
け
る
。

は
じ
め
に Ａ

・
Ｊ
・
ボ
ー
ド
ィ
ン
書
簡
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
二
号

昭
和
六
十
三
年
四
月
三
十
日
発
行石

田
純

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
日
受
付

郎

（35）171



一
九
八
三
年
に
至
り
、
ハ
ー
グ
の
国
立
中
央
公
文
書
館
に
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
弟
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
（
と
胃
同
冒
唖
旨
冨
旨
胃
函

罵
且
自
営
扇
＄
ｌ
ｇ
）
の
書
簡
の
抄
文
が
大
量
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

こ
の
書
簡
は
、
最
初
は
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
と
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
没
後
、
他
の
日
本
の
品
物
と
共
に
、
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学

博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
規
定
の
保
管
期
間
を
経
て
、
公
有
に
な
る
直
前
に
、
ポ
ー
ド
イ
ン
の
遠
縁
の
子
孫
に
よ
り
取
り

戻
さ
れ
た
。
日
本
の
美
術
品
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
、
散
逸
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
手
紙
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
紛
失
し
た
。
博
物
館
は
返

却
し
た
と
言
い
、
子
孫
は
知
ら
ぬ
と
言
う
。
し
か
し
幸
な
こ
と
に
、
博
物
館
に
保
管
中
認
書
簡
の
要
旨
は
、
係
員
に
よ
り
読
ま
れ
、
タ
イ
プ
さ

れ
別
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
存
在
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
日
本
研
究
家
に
と
っ
て
は
、
す
に
で
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
ィ
ン
書
簡
は
全
部
で
一
六
四
通
で
、
第
一
信
が
一
八
五
五
年
三
月
二
十
二
日
付
（
太
陽
暦
、
以
後
特
記
せ
ぬ
限
り
は
す
べ

て
太
陽
暦
と
す
る
）
で
、
最
終
信
が
一
八
七
四
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
る
。
一
八
五
五
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
同
二
十
六
日
ま
で
が
オ
ラ
ン
ダ

し
か
し
こ
の
表
現
が
筆
者
を
し
て
ロ
イ
ト
ル
研
究
へ
と
踏
み
入
れ
さ
せ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
挑
発
は
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
筆
者
は
当
時
、
こ
の
文
章
に
ひ
ど
く
憤
慨
し
て
、
と
に
か
く
正
確
な
事
実
関
係
を
洗
い
出
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

図
書
館
・
公
文
書
館
・
博
物
館
等
の
歴
史
資
料
を
保
存
し
て
い
る
施
設
へ
の
、
オ
ラ
ン
ダ
医
に
つ
い
て
の
手
紙
で
の
問
合
わ
せ
を
か
わ
き
り
に
、

．
（
一
一
）

オ
ラ
ン
ダ
国
内
で
の
現
地
踏
査
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
知
り
得
た
知
見
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
し
た
。

そ
し
て
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
と
ロ
イ
ト
ル
（
印
画
目
。
胃
目
画
き
富
ご
口
①
ｍ
少
昌
。
凰
易
号
詞
巨
替
の
喘
扇
と
ｌ
駅
）
は
、
叔
父
・
甥
の
関
係
で
あ

る
こ
と
、
ロ
イ
ト
ル
の
母
が
ポ
ー
ド
イ
ン
の
姉
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ロ
イ
ト
ル
ポ
ー
ド
ヰ
ン
と
表
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
当
時
オ
ラ

ン
ダ
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
習
慣
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
ロ
イ
ト
ル
と
ポ
ー
ド
イ
ン
と
の
血
縁
関
係
を
、
ロ
イ
ト
ル
の
就
職
に

際
し
て
強
調
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
推
定
さ
れ
た
。

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
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か
ら
認
一
八
五
五
年
七
月
八
日
か
ら
一
八
五
九
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
は
顎
ハ
タ
ビ
ア
か
ら
垂
一
八
五
九
年
二
月
十
四
日
か
ら
三
月
三
十
日
ま
で

は
香
港
や
日
本
へ
の
船
上
か
ら
、
一
八
五
九
年
四
月
四
日
か
ら
一
八
六
七
年
十
二
月
二
日
ま
で
は
出
島
か
ら
、
一
八
六
八
年
十
月
十
七
日
か
ら

一
八
七
○
年
一
月
五
日
ま
で
は
兵
庫
か
ら
、
一
八
七
○
年
二
月
十
二
日
か
ら
一
八
七
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
は
横
浜
か
ら
（
こ
の
う
ち
一
八

七
○
年
八
月
三
十
日
か
ら
一
八
七
一
年
七
月
三
十
日
ま
で
は
旅
行
先
の
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
か
ら
）
投
函
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
手
紙
は
、

彼
の
家
族
あ
て
に
出
さ
れ
た
私
信
で
あ
る
。

年
度
別
で
は
、
一
八
五
五
年
八
通
、
五
六
年
二
通
、
五
七
年
一
四
通
、
五
八
年
一
五
通
、
五
九
年
一
九
通
、
六
○
年
七
通
、
六
一
年
四
通
、

六
二
年
九
通
、
六
三
年
二
通
、
六
四
年
六
通
、
六
五
年
三
通
、
六
六
年
七
通
、
六
七
年
一
二
通
、
六
八
年
三
通
、
六
九
年
二
通
、
七
○
年
六

通
、
七
一
年
二
通
、
七
二
年
七
通
、
七
三
年
五
通
、
七
四
年
四
通
で
あ
り
、
日
本
か
ら
出
さ
れ
た
手
紙
が
一
○
○
通
余
と
な
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
簡
は
遺
族
の
遺
憾
な
行
為
に
よ
り
紛
失
し
、
現
存
す
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
語
抄
文
で
あ
る
。

筆
者
は
医
史
学
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
個
所
を
ラ
イ
デ
ン
大
学
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
準
教
授
に
英
語
に
翻
訳
し
て
も
ら
い
、
そ
の
一

方
で
来
日
以
後
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
年
代
の
古
い
順
に
神
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
Ｊ
・
Ａ
・
コ
ー
イ
氏
の
好
意
で
英
語
に
翻
訳
し
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
コ
ー
イ
氏
の
帰
国
に
よ
り
、
最
初
の
三
○
％
の
翻
訳
が
終
了
し
た
時
点
で
、
中
断
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
ラ
イ
デ
ン
在
住
の
フ
ォ
ス
美
弥
子
氏
が
、
た
ま
た
ま
同
書
簡
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
語
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
フ
ォ

ス
氏
に
連
絡
を
取
り
、
そ
の
翻
訳
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
医
学
以
外
の
社
会
・
風
俗
に
関
す
る
事
項
で
も
興
味
深
い
点
が
あ
り
、
筆
者
自
身

（
一
二
）

も
公
表
す
る
必
要
を
感
じ
た
の
で
、
筆
者
の
仲
介
で
公
刊
さ
れ
た
の
が
「
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
幕
末
維
新
」
（
以
後
フ
ォ
ス
本
と
略
す
）
で
あ
る
。

つ
か
の
欠
点
が
あ
る
。

日
本
未
紹
介
の
幕
末
維
新
の
社
会
・
風
俗
・
医
学
描
写
を
紹
介
し
た
史
料
と
し
て
、
こ
の
本
は
貴
重
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
い
く

フ
ォ
ス
本
の
評
価
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一
ま
ず
こ
の
本
は
、
原
資
料
ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
の
出
所
、
保
管
施
設
に
つ
い
て
の
言
及
を
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
。

二
大
衆
向
け
と
い
う
本
の
性
格
に
よ
る
制
約
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
引
用
文
献
に
つ
い
て
の
記
載
が
ま
っ
た
く
な
い
の
も
問
題
で
あ
る
。

三
人
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
方
法
が
従
来
の
も
の
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
点
は
、
と
く
に
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ポ
ー
ド
ィ

ン
が
ポ
ー
ド
ウ
ァ
ン
に
、
ロ
イ
ト
ル
が
ラ
イ
テ
ル
に
、
ブ
ッ
ケ
マ
が
ベ
ウ
ケ
マ
に
、
ボ
ン
・
ヘ
が
ポ
ム
。
ヘ
に
、
ポ
イ
ヶ
ル
ス
が
ベ
ゥ
ヶ
ル
ス
に

と
、
こ
と
ご
と
く
従
来
の
方
法
と
異
な
っ
て
い
る
。
従
前
と
表
記
方
法
を
あ
え
て
ま
っ
た
く
変
え
た
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
フ
ォ
ス
氏
と
直
接

●
●
●

面
談
し
討
論
を
行
っ
た
が
、
氏
は
単
に
、
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
こ
う
発
音
し
て
い
る
と
言
い
張
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
三
○

年
を
経
る
と
、
発
音
と
い
う
も
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
も
日
本
語
も
変
化
す
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
当
時
の
日
本
人
が
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
、
ど
の

よ
う
な
名
前
で
認
識
し
て
い
た
か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
発
音
の
構
造
の
質
的
な
大
き
な
違
い
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
名
は
ど
の
よ
う
に
工
夫

し
て
も
、
日
本
語
の
カ
タ
カ
ナ
で
は
表
記
し
き
れ
な
い
。
こ
の
本
の
よ
う
に
大
胆
に
変
え
ら
れ
る
と
、
同
一
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
識
が
、

一
般
人
に
は
不
可
能
と
な
る
。
「
ラ
イ
テ
ル
と
は
俺
の
こ
と
か
と
ロ
イ
ト
ル
言
い
。
」
フ
ォ
ス
氏
に
は
、
も
う
少
し
人
名
表
記
方
法
の
歴
史
的
背

景
を
理
解
し
て
、
書
簡
を
翻
訳
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

四
翻
訳
が
、
何
の
断
わ
り
も
な
く
抄
訳
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
窓
意
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
来
日
以
前
の
書
簡
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の

は
、
本
の
性
格
上
問
題
で
は
な
い
が
、
収
録
さ
れ
て
い
る
部
分
で
も
、
三
’
四
割
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翻
訳
自
体
が
、
必
ず
し
も
正

確
で
は
な
い
。
二
、
三
の
例
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ス
氏
訳
と
、
拙
訳
の
比
較
を
す
る
。

一
八
五
九
年
四
月
四
日
付
よ
り

フ
ォ
ス
氏
訳
「
突
然
船
体
が
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
次
い
で
船
室
の
ド
ア
が
一
斉
に
飛
び
開
き
」

拙
訳
「
突
然
船
が
右
舷
に
向
っ
て
ね
じ
れ
、
そ
の
直
後
右
舷
の
船
室
の
ド
ア
が
全
部
ほ
ぼ
同
時
に
開
い
て
」

フ
ォ
ス
氏
訳
で
は
「
右
舷
」
と
い
う
単
語
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
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（
一
一
、
一
二
）

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
履
歴
は
他
に
詳
し
い
論
述
が
あ
る
の
で
、
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
一
八
二
九
年
六
月
二
十
四
日
ド
ル
ド
レ

ヒ
ト
に
生
ま
れ
、
貿
易
に
従
事
す
る
た
め
一
八
五
五
年
オ
ラ
ン
ダ
を
離
れ
、
ゞ
ハ
タ
ピ
ァ
を
経
て
一
八
五
九
年
四
月
三
日
、
出
島
に
渡
来
、
同
年

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
社
員
に
な
り
、
一
八
六
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
領
事
、
一
八
六
五
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
、
ス
イ
ス
領
事
（
就
任
年
不
明
）
、

一
八
六
七
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
も
兼
任
し
た
。
一
八
六
八
年
神
戸
開
港
と
同
時
に
兵
庫
に
赴
任
、
一
八
六
九
年
に
は
横
浜
に
赴
任
し
、
一
八

七
四
年
末
に
帰
国
し
た
。
こ
の
間
一
八
七
○
年
夏
か
ら
約
一
年
間
休
暇
を
取
り
、
欧
米
を
旅
行
し
、
ま
た
一
八
七
二
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
獅
子
勲

章
を
授
与
さ
れ
た
。
帰
国
後
は
ハ
ー
グ
の
日
本
公
使
館
で
働
き
、
一
八
九
○
年
七
月
二
十
五
日
に
没
し
た
。

拙
訳
「
ポ
ー
ド
イ
ン
博
士
は
、
大
阪
の
病
院
か
ら
、
彼
が
四
肢
の
切
断
手
術
を
行
う
と
い
う
約
束
を
し
た
と
知
ら
せ
て
き
た
。
そ
ん
な
仕

事
が
、
医
者
の
よ
う
な
高
貴
な
職
業
の
人
の
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
」

フ
ォ
ス
氏
訳
は
、
抄
訳
に
な
っ
て
い
る
上
に
、
「
約
束
」
が
脱
落
、
「
忙
し
い
」
と
い
う
余
計
な
単
語
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
身
分
の
低
い

外
科
医
の
仕
事
を
、
高
貴
な
ド
ク
タ
ー
が
行
う
と
す
る
驚
き
も
、
フ
ォ
ス
氏
訳
で
は
う
ま
く
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
明
ら
か
な
誤
訳
も
目
に
つ
く
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
日
本
語
へ
の
翻
訳
と
い
う
常
人
に
は
や
り
難
い
仕
事
を
行
っ
た
と

い
う
点
を
評
価
し
て
、
あ
え
て
筆
者
は
こ
の
書
の
公
刊
に
助
力
し
た
の
で
あ
る
。

今
後
の
書
簡
の
引
用
に
つ
き
、
筆
者
の
翻
訳
個
所
に
は
何
も
注
記
せ
ず
、
フ
ォ
ス
氏
の
訳
に
よ
っ
た
部
分
は
（
フ
氏
訳
）
と
明
記
し
、
ま
た

オ
ラ
ン
ダ
人
名
表
記
方
法
は
、
一
般
的
な
方
法
に
改
め
た
。

フ
ォ
ス
氏
訳
「
彼
（
Ａ
・

す
日
常
を
送
っ
て
い
ま
す
。
」

拙
訳
「
ポ
ー
ド
イ
ン
博
士

事
が
、
医
者
の
よ
う
な
高
貴

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
に
つ
い
て

一
八
六
九
年
五
月
二
十
八
日
付
よ
り

／
オ
ス
氏
訳
「
彼
（
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
）

の
便
り
に
よ
る
と
、
腕
や
足
の
切
断
で
忙
し
い
そ
う
で
す
。
医
者
の
高
潔
な
使
命
を
果
た
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（
二
）
一
般
の
事
件
（
こ
の
項
の
み
事
件
発
生
日
）

一
八
五
九
年
三
月
八
日
、
出
島
で
火
事
が
発
生
。
一
八
五
九
年
八
月
十
九
日
に
は
稲
佐
の
ぎ
９
ｍ
可
９
社
で
火
災
が
あ
っ
た
。
一
八
五
九

年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
日
に
か
け
外
人
倉
庫
か
ら
出
火
し
、
長
崎
大
火
と
な
っ
た
。
五
○
万
ギ
ル
ダ
ー
以
上
の
損
失
。
一
八
六
○
年
一
月

三
日
に
は
横
浜
で
大
火
。
一
八
六
六
年
十
一
月
二
十
六
日
に
も
横
浜
居
留
地
で
大
火
。
一
八
六
七
年
二
月
九
日
に
は
、
長
崎
の
居
留
地
近
く
の

（
マ
マ
）

日
本
人
街
で
三
○
軒
全
焼
の
大
火
。
一
八
七
二
年
四
月
三
日
江
戸
で
大
火
。

そ
の
回
数
は
、
左
記
の
通
り
。

ン
．
国
．
国
色
目
Ｑ
巨
冒

ｐ
Ｈ
国
①
巨
丙
角
昌
四

国
①
巨
宍
①
貝
国
‐
弓
○
①
ご
く
ｇ
９

ぐ
ぃ
昌
旦
⑥
自
国
ｇ
㈹
斥

己
Ｏ
旨
Ｑ
ｇ
ｍ

国
貝
目
①
国
口
堕

①
門
四
国
冒
四

ぐ
四
国
号
同
国
①
ぐ
号
（
４
４
）

、

（
一
）
書
簡
中
の
人
物

ハ
ー
グ
国
立
中
央
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
書
簡
に
は
、
す
で
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
作
製
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
出
て
来
る
人
名
と
、

ボ
ー
ド
イ
ン
書
簡
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

四
一
回

三
回

七
回

五
回

三
回

一
回

九
回

一
回

ロ
罵
胃
○

ご
［
四
口
い
く
①
戸

口
局
員
創
国
昌
○
茸
○
（
４
４
）

Ｑ
の
辱
［
①
弓
①
門

口
門
○
旨
四
国
（
４
４
）

甲
Ｏ
国
営
も
の

ロ
周
．
罰
。
⑦
詞
屋
管
曾

昌
雷
］
・
口
⑦
閃
巨
管
９

一
回

一
一
回

一
回

一
回

二
回

一
四
回

一
○
回

一
一
回
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ラ
つ
０
ヨ
Ｔ

の
要
旨
）

て
で
あ
る
。
（
フ
氏
訳
の
要
旨
）

（
五
）
ポ
ン
ペ

一
八
六
○
年
二
月
頃
（
日
付
脱
落
）
。
ボ
ン
。
へ
は
写
真
に
熱
中
し
て
い
る
。

一
八
六
○
年
三
月
三
十
一
日
。
ボ
ン
・
ヘ
が
私
の
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
た
。

一
八
六
○
年
十
二
月
十
四
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
の
検
眼
鏡
は
、
私
の
貯
金
で
支
払
う
。

一
八
六
一
年
一
月
二
十
八
日
。
ボ
ン
。
へ
は
日
本
人
の
た
め
に
長
崎
に
病
院
を
建
て
て
い
る
。
ボ
ン
。
ヘ
が
ポ
ー
ド
イ
ン
の
検
眼
鏡
を
引
き
取
っ

（
四
）
シ
ー
ポ
ル
ト
（
厚
．
印
．
ぐ
。
目
駿
ｇ
ｏ
丘
弓
麗
ｌ
届
急
）

一
八
六
○
年
三
月
三
十
一
日
。
．
二
、
三
時
間
シ
ー
ポ
ル
ト
の
話
し
相
手
を
し
た
。
（
フ
氏
訳
）

一
八
六
○
年
六
月
二
十
日
。
シ
ー
ポ
ル
ト
の
来
日
目
的
は
、
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
自
著
の
完
成
の
た
め
と
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
の
顧
問
と
し

（
三
）
コ
レ
ラ
の
流
行
（
以
後
日
付
は
す
べ
て
書
簡
の
書
か
れ
た
日
）

一
八
六
二
年
八
月
九
日
。
麻
疹
・
天
然
痘
の
流
行
後
、
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
長
崎
の
日
本
人
間
に
発
生
、
一
日
五
、
六
○
人
が
発
病
し
て
い

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
内
で
の
発
病
は
な
い
が
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
使
用
人
の
一
人
も
夕
方
六
時
に
発
症
し
、
十
一
時
に
は
死
亡
し
た
。
（
フ
氏
訳

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
長
崎
や
横
浜
の
居
留
地
の
火
事
は
、
日
本
人
に
よ
る
略
奪
の
た
め
の
放
火
と
決
め
つ
け
て
い
る
。

一
八
六
二
年
五
月
二
十
四
日
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
礼
儀
正
し
い
人
で
は
あ
る
が
、
老
猶
な
古
狐
だ
か
ら
用
心
が
必
要
で
あ
る
。
（
フ
氏
訳
）

一
八
六
二
年
九
月
八
日
。
コ
レ
ラ
の
流
行
は
下
火
と
な
っ
た
が
、
長
崎
奉
行
も
コ
レ
ラ
に
罹
り
死
亡
し
た
。
（
フ
氏
訳
の
要
旨
）
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一
八
六
二
年
十
月
三
十
一
日
。
明
日
ポ
ソ
・
へ
は
上
海
経
由
で
帰
国
す
る
。
（
新
知
見
）

一
八
六
三
年
四
月
十
日
。
カ
リ
プ
ソ
号
の
遭
難
で
、
ポ
ン
・
ヘ
が
本
国
に
送
っ
た
八
個
の
荷
物
の
う
ち
、
三
個
を
失
っ
た
。

一
八
六
七
年
三
月
二
十
日
。
ポ
ン
・
へ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
と
聞
く
。
彼
は
鹿
児
島
以
外
に
、
出
島
か
ら
遠
出
し
た
こ
と
は
な
い
。
（
一
八
六
二

年
九
月
八
日
の
内
容
と
矛
盾
）

勲
章
を
贈
る
。

（
フ
氏
訳
要
旨
）

ソ
に
よ
り
一
八
六
二
年
末
に
も
た
《

た
と
推
定
さ
れ
る
新
知
見
で
あ
る
。

て
く
れ
る
が
、
現
物
は
未
着
だ
。

（
六
）
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン

一
八
五
九
年
八
月
十
九
日
。
高
貴
な
医
師
（
ポ
ー
ド
イ
ン
）
に
、
賎
し
い
商
人
の
弟
が
い
る
と
の
日
本
人
学
者
（
松
本
良
順
）
の
驚
き
。

当
時
の
武
士
の
対
商
人
観
を
示
し
興
味
深
い
。

一
八
六
○
年
十
月
十
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
よ
く
出
か
け
る
が
、
日
本
へ
も
一
度
足
を
の
ば
し
た
ら
？

ポ
ー
ド
イ
ン
の
検
眼
鏡
と
は
、
す
な
わ
ち
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
の
も
の
を
改
良
し
た
、
ド
ン
デ
ル
ス
の
検
眼
鏡
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
ポ
ー
ド
イ

に
よ
り
一
八
六
二
年
末
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
。
現
物
到
着
の
記
載
は
な
い
が
、
多
分
そ
の
一
年
前
、
ボ
ン
・
へ
の
手
許
へ
届
い

一
八
六
一
年
八
月
九
日
。
ボ
ン
。
へ
は
か
な
り
の
金
額
を
蓄
え
た
。

一
八
六
二
年
九
月
八
日
。
明
後
日
、
ボ
ン
・
へ
は
江
戸
と
神
奈
川
へ
発
つ
。
（
フ
氏
訳
）
（
事
実
は
不
明
）

一
八
六
二
年
十
月
十
二
日
。
長
崎
の
ロ
シ
ア
海
軍
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
（
ボ
ン
。
へ
の
こ
と
）
を
利
用
し
、
報
酬
は
支
払
わ
な
い
で
、
安
い

一
八
六
二
年
九
月
八
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
日
本
へ
三
年
間
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
産
が
出
来
る
。
だ
か
ら
日
本
政
府
の
申
し
出
を
引
き
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一
八
六
六
年
十
月
十
八
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
ま
だ
長
崎
へ
帰
っ
て
こ
な
い
。

一
八
六
六
年
十
一
月
五
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
現
在
利
子
生
活
者
の
気
軽
な
身
分
で
、
す
べ
て
の
仕
事
を
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
ハ
ラ
タ
マ
に

引
き
継
い
だ
。
二
週
間
後
に
バ
タ
ビ
ァ
に
向
う
予
定
。

一
八
六
六
年
十
二
月
十
二
日
。
す
で
に
彼
は
バ
タ
ピ
ア
の
ジ
ャ
ワ
に
到
着
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

慶
応
二
年
十
二
月
（
一
八
六
七
年
一
月
）
す
ぎ
か
ら
、
翌
年
三
月
ま
で
、
ポ
ー
ド
イ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
一
時
帰
国
を
し
た
と
い
う
通
説
に
対

定
で
あ
る
。

受
け
る
べ
き
だ
。
（
フ
氏
訳
要
旨
）

階
は
寝
室
と
客
間
で
あ
る
。

見
学
に
来
訪
予
定
で
あ
る
。

め
の
上
京
で
あ
ろ
う
。

一
八
六
六
年
九
月
二
十
三
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
ハ
ラ
タ
マ
と
共
に
江
戸
に
い
る
。

弟
子
の
日
本
人
医
学
生
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
、
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
系
軍
医
学
校
創
設
、
開
成
所
内
の
理
化
学
校
創
設
等
の
幕
府
と
の
交
渉
の
た

ポ
ー
ド
イ
ン
の
来
日
理
由
が
、
個
人
的
に
は
第
一
に
高
給
と
い
う
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
解
り
、
興
味
深
い
。

一
八
六
二
年
十
月
二
十
八
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
午
後
三
時
、
上
海
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
丸
で
長
崎
に
到
着
し
た
。
（
新
知
見
）

一
八
六
二
年
十
一
月
十
五
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
長
崎
湾
の
展
望
の
き
く
、
四
間
あ
る
新
居
に
落
ち
着
い
た
。
一
階
が
診
察
室
と
薬
局
、
二

は
寝
室
と
客
間
で
あ
る
。
彼
は
午
前
中
は
病
院
で
働
き
、
午
後
は
自
分
の
私
的
診
察
を
し
て
良
い
収
入
を
得
る
。
明
日
新
任
の
奉
行
が
病
院

一
八
六
三
年
六
月
二
十
八
日
。
日
英
間
の
紛
争
の
た
め
、
二
’
三
週
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
病
院
か
ら
退
去
さ
せ
た
。

一
八
六
四
年
五
月
三
十
一
日
。
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
隣
家
に
、
ポ
ー
ド
イ
ン
は
転
居
し
て
来
た
。

一
八
六
四
年
七
月
十
一
日
。
彼
は
白
衣
ば
か
り
着
て
、
軍
服
は
ほ
と
ん
ど
着
な
い
。

一
八
六
五
年
六
月
二
十
六
日
。
今
度
許
可
さ
れ
る
二
年
間
の
休
暇
で
、
彼
は
一
年
目
は
日
本
で
過
ご
し
、
二
年
目
は
オ
ラ
ン
ダ
で
過
ご
す
予
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一
八
六
七
年
七
月
一
日
。
こ
の
手
紙
の
着
く
頃
（
二
ヶ
月
後
と
筆
者
は
推
定
）
に
は
、
ポ
ー
ド
イ
ン
は
帰
国
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
八
六
七
年
七
月
十
八
日
。
ロ
ン
ド
ン
の
〆
鼻
①
具
⑦
目
在
住
の
ポ
ー
ド
イ
ン
あ
て
に
小
包
と
手
紙
を
送
っ
た
。

一
八
六
七
年
九
月
七
日
。
四
人
の
日
本
人
を
オ
ラ
ン
ダ
に
落
ち
つ
か
せ
る
た
め
に
、
パ
リ
滞
在
を
二
’
三
日
で
切
り
上
げ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
へ

帰
る
つ
も
り
だ
と
い
う
ポ
ー
ド
イ
ン
の
手
紙
が
来
た
。

一
八
六
八
年
十
月
十
七
日
。
政
府
（
筆
者
は
明
治
新
政
権
と
推
定
）
は
い
つ
ポ
ー
ド
イ
ン
が
日
本
に
帰
る
か
私
に
聞
い
た
。
私
は
い
つ
も
彼

は
日
本
に
五
十
日
以
内
に
帰
る
だ
ろ
う
と
返
事
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
て
も
う
八
ヶ
月
が
過
ぎ
去
っ
た
。
今
彼
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
居
る
。

一
八
六
八
年
十
一
月
十
五
日
。
政
府
は
、
ポ
ー
ド
イ
ン
の
帰
日
を
待
っ
て
い
る
。

一
八
六
八
年
十
二
月
三
十
一
日
。
政
府
は
彼
の
到
着
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
。
大
阪
病
院
の
創
設
は
、
彼
の
到
着
に
か
か
っ
て
い
る
。
彼
は

二
’
三
ヶ
月
前
ま
で
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
居
た
。

ポ
ー
ド
イ
ン
が
慶
応
四
年
一
月
（
一
八
六
八
年
二
月
）
に
再
来
日
し
た
が
、
内
乱
の
た
め
一
時
上
海
に
避
難
し
て
い
た
と
い
う
通
説
は
、
否

定
さ
れ
た
。
彼
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
お
り
、
そ
し
て
政
府
は
一
八
六
八
年
二
月
（
慶
応
四
年
一
月
）
頃
よ
り
、
彼
を
捜
し
て
い
た
。

（
四
）

し
、
古
西
が
疑
念
を
は
さ
ん
で
い
た
が
魂
こ
の
手
紙
は
古
西
説
を
裏
付
け
た
。

一
八
六
七
年
三
月
二
十
日
。
三
月
十
八
日
に
ポ
ー
ド
イ
ン
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
帰
っ
て
来
た
。
数
週
間
の
滞
在
の
後
、
米
国
経
由
で
ウ
ト
レ
ヒ
ト

に
向
う
。
日
本
人
を
何
人
か
引
率
す
る
が
、
そ
の
大
半
は
医
師
で
、
そ
の
何
人
か
は
彼
の
教
え
子
で
あ
る
。

一
八
六
七
年
五
月
十
四
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
数
日
以
内
に
蒸
汽
船
ロ
バ
ー
号
で
横
浜
に
赴
き
、
米
国
郵
船
で
、
米
国
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
へ

向
い
、
八
月
ま
で
に
オ
ラ
ン
ダ
に
着
く
だ
ろ
う
。

こ
の
上
京
の
際
、
江
戸
の
医
学
校
の
開
設
に
つ
い
て
七
個
条
の
約
定
書
が
、
幕
府
と
結
ば
れ
た
（
慶
応
三
年
五
月
十
日
Ⅱ
一
八
六
七
年
六
月

十
二
日
）
。
こ
の
一
時
帰
国
の
際
、
予
定
通
り
東
廻
り
の
コ
ー
ス
を
取
っ
た
の
か
、
通
説
の
よ
う
に
西
廻
り
の
コ
ー
ス
を
取
っ
た
の
か
、
現
状

で
は
不
明
で
あ
る
。
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も
ら
っ
た
。
（
新
知
見
）

（
八
）
ハ
ラ
タ
マ

一
八
六
六
年
四
月
二
十
八
日
。
ハ
ラ
タ
マ
が
到
着
し
、
も
う
働
き
始
め
て
い
る
。

一
八
六
六
年
九
月
二
十
三
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
と
共
に
江
戸
へ
行
っ
た
。

（
七
）
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

一
八
六
三
年
二
月
七
日
。
コ
ー
。
フ
マ
ン
提
督
号
付
軍
医
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
病
気
に
な
り
、
私
の
家
で
寝
て
い
る
。
ポ
ー
ド
イ
ン
に
も
診
て

一
八
六
三
年
四
月
十
日
。
ゆ
っ
く
り
快
方
に
向
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
私
の
家
に
寝
て
い
る
。

一
八
六
五
年
六
月
十
日
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
ま
だ
上
海
に
到
着
し
て
い
な
い
。

一
八
六
五
年
十
月
十
日
。
上
海
で
元
気
で
い
る
が
、
こ
こ
は
医
者
が
多
く
儲
か
ら
な
い
と
い
う
。

一
八
六
六
年
九
月
二
十
三
日
。
長
崎
養
生
所
で
元
気
に
働
い
て
い
る
。

一
八
六
六
年
十
一
月
五
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
す
べ
て
の
仕
事
を
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
ハ
ラ
タ
マ
に
引
き
継
い
だ
。

一
八
七
四
年
三
月
三
十
日
。
日
本
南
部
の
反
乱
は
治
ま
っ
た
。
熊
本
在
住
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
負
傷
者
の
手
当
て
を
行
っ
た
。

一
八
七
四
年
七
月
十
八
日
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
横
浜
に
来
て
い
る
が
、
弟
の
い
る
ジ
ャ
ワ
、
ス
エ
ズ
を
経
て
帰
国
予
定
で
あ
る
。

一一一一

八
六
九
年
五
月
二
十
八
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
大
阪
で
、
四
肢
切
断
術
の
契
約
を
交
し
た
。
・

八
七
○
年
六
月
十
二
日
。
エ
ル
メ
レ
ン
ス
が
兵
庫
に
到
着
し
た
の
で
、
十
月
か
十
一
月
に
は
帰
国
で
き
る
だ
ろ
う
。

八
七
二
年
五
月
四
日
。
ポ
ー
ド
イ
ン
は
結
局
ハ
ー
グ
に
落
ち
着
い
た
。

八
七
二
年
六
月
三
日
。
六
月
一
日
付
で
現
役
復
帰
、
医
務
局
に
就
職
す
る
と
聞
い
た
。
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一
八
六
Ｌ

一
八
六
計

開
校
す
る
。

（
マ
マ
）

（
十
）
ヘ
ー
デ
ン
（
く
い
ロ
号
尾
国
①
豆
①
）

（
マ
マ
）

一
八
七
四
年
十
一
月
三
十
日
。
フ
ァ
ン
デ
ル
ヘ
ー
デ
が
来
日
し
て
い
る
。
彼
は
姉
の
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ン
の
臨
終
（
一
八
七
四
年
九
月
十
八

日
没
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
立
会
っ
た
。
（
フ
氏
訳
の
要
旨
）

ポ
ー
ド
イ
ン
と
学
閥
の
異
な
る
へ
Ｉ
デ
ン
も
、
来
日
前
か
ら
ポ
ー
ド
イ
ン
家
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
八
六
八
年
十
一

で
の
治
安
は
良
い
。

一
八
六
六
年
十
月
Ｌ

一
八
六
七
年
二
月
に

一
八
六
七
年
三
月
一

こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
。

（
十
一
）
ロ
イ
ト
ル
（
固
号
届
且
目
．
）

（
九
）
エ
ル
メ
レ
ン
ス

一
八
七
○
年
六
月
十
二
日
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
す
で
に
兵
庫
に
到
着
し
た
。
大
阪
の
病
院
に
就
職
す
る
。

八
六
八
年
十
二
月
三
十
一
日
。
ハ
ラ
タ
マ
は
、
大
阪
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
誰
か
ら
も
、
数
時
間
も
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
こ

八
六
七
年
九
月
七
日
。
ハ
ラ
タ
マ
か
ら
時
食
手
紙
は
来
る
が
、
彼
は
ひ
ど
く
孤
独
の
よ
う
だ
。

八
六
八
年
十
月
十
七
日
。
大
阪
で
ハ
ラ
タ
マ
に
会
っ
た
。
彼
は
立
派
な
大
寺
院
に
住
ん
で
お
り
、
今
後
大
阪
に
化
学
学
校
（
舎
密
局
）
を

八
六
六
年
十
月
十
八
日
。
長
崎
で
元
気
に
し
て
い
る
。

八
六
七
年
二
月
十
三
日
。
二
週
間
後
に
江
戸
の
物
理
化
学
学
校
に
赴
任
す
る
。

八
六
七
年
三
月
二
十
日
。
ハ
ラ
タ
マ
が
横
浜
に
到
着
し
た
と
い
う
手
紙
を
昨
日
受
け
取
っ
た
。
し
か
し
江
戸
の
老
中
は
、
化
学
の
こ
と
ど
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１
ド
イ
ン
が
、

残
念
で
あ
る
。

（
十
三
）
日
本
人
た
ち

（
七
）

一
八
六
八
年
十
月
十
七
日
。
緒
方
（
惟
準
）
は
今
大
阪
に
居
る
が
、
会
え
な
か
っ
た
。
松
本
（
蛙
太
郎
）
は
江
戸
に
居
る
。
こ
の
青
年
た
ち

が
急
い
で
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
残
念
だ
。

一
八
六
八
年
十
一
月
十
五
日
。
緒
方
（
惟
準
）
に
大
阪
の
川
で
会
っ
た
。
彼
は
ミ
カ
ド
の
侍
医
の
一
人
で
、
京
都
か
ら
江
戸
に
向
う
天
皇
の

（
十
二
）
ミ
ス
ロ
イ
ト
ル
（
巨
冨
』
号
閃
冒
管
ｑ
）
と
ブ
ッ
ヶ
マ
・
ツ
ワ
ー
テ
ル
日
①
烏
①
日
画
‐
弓
Ｏ
①
葛
呉
９
）

ミ
ス
ロ
イ
ト
ル
は
ボ
、
ｌ
ド
イ
ン
兄
弟
の
姪
で
、
ロ
イ
ト
ル
医
師
の
妹
。
ブ
ッ
ヶ
マ
・
ツ
ワ
ー
テ
ル
は
ミ
ス
ロ
イ
ト
ル
の
親
友
。
こ
の
二
人
の

（
一
ハ
）

女
性
は
、
開
拓
使
仮
学
校
女
学
校
の
教
師
を
勤
め
た
が
、
こ
の
事
は
別
稿
に
詳
し
い
。

一
八
七
四
年
七
月
十
八
日
。
帰
国
し
た
伊
東
（
玄
伯
）
か
ら
は
音
沙
汰
が
な
い
。
帰
国
し
た
と
た
ん
、
彼
等
の
記
憶
力
は
衰
え
る
の
が
普
通

で
あ
る
。

一
行
に
付
き
添
う
途
中
で
あ
る
。

前
項
に
記
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
点
に
お
い
て
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
重
要
な
も
の
は
、

こ
の
書
簡
は
、
ボ
ー
ド
イ
ン
を
め
ぐ
る
幕
末
維
新
の
来
日
オ
ラ
ン
ダ
医
に
関
す
る
一
次
資
料
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
Ａ
・
Ｊ
・
ポ

ド
イ
ン
が
、
一
八
七
○
年
夏
か
ら
一
年
間
日
本
を
離
れ
た
た
め
、
重
要
な
こ
の
時
期
の
書
簡
に
、
日
本
の
医
事
関
係
の
情
報
が
少
な
い
の
が

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
の
意
義

（
一
ユ
）

ロ
イ
ト
ル
が
重
度
の
酒
乱
で
あ
っ
た
こ
と
は
各
所
に
出
て
来
る
が
、
既
に
発
表
し
た
。

（47）183



一
ド
ン
デ
ル
ス
の
検
眼
鏡
の
日
本
へ
の
紹
介
は
、
ポ
ン
・
へ
の
時
代
、
一
八
六
一
年
と
推
定
さ
れ
た
。

ニ
ポ
ン
。
へ
の
離
日
は
一
八
六
二
年
十
一
月
一
日
と
確
定
し
た
。

三
ポ
ー
ド
イ
ン
の
出
島
到
着
は
、
一
八
六
二
年
十
月
二
十
八
日
と
確
定
し
た
。

四
一
八
六
六
年
十
二
月
は
じ
め
頃
か
ら
翌
年
三
月
十
八
日
ま
で
の
ポ
ー
ド
イ
ン
の
出
国
先
は
、
ジ
ャ
ワ
の
バ
タ
ビ
ア
で
あ
っ
た
。
、

五
日
本
政
府
は
一
八
六
八
年
二
月
頃
よ
り
、
ポ
ー
ド
イ
ン
の
再
来
日
を
懇
望
し
て
い
た
。
上
海
で
待
機
し
て
い
た
と
い
う
通
説
と
異
な
り
、

ポ
ー
ド
イ
ン
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

六
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
一
八
六
三
年
二
月
か
ら
四
月
過
ぎ
ま
で
病
気
の
た
め
、
長
崎
の
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
家
で
療
養
し
て
い
た
。

七
ヘ
ー
デ
ン
は
来
日
以
前
よ
り
、
ポ
ー
ド
イ
ン
家
の
知
己
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
が
、
最
も
重
要
な
新
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
フ
ォ
ス
美
弥
子
氏
に
よ
る
こ
の
書
簡
の
翻
訳
の
労
と
そ
の
仕
事
の
重
要
性
を
評
価
す
る
一
方
で
、
翻
訳
の
質
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
従
っ
て
引
用
の
際
に
は
フ
ォ
ス
本
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
原
文
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
に
ま
で
遡
上
っ
て
検
討
し
引
用
す
る
こ
と
を
勧

最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
中
野
操
先
生
の
論
文
が
、
筆
者
の
ポ
ー
ド
イ
ン
に
関
す
る
一
連
の
研
究
の
動
機
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
掴
筆
し
た
い
。

め
る
。

筆
者
が
書
簡
を
翻
訳
す
る
に
当
り
、
蘭
文
を
英
文
に
翻
訳
し
て
い
た
だ
い
た
、
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
博
士
、
Ｊ
・
Ａ
・
コ
ー
イ
氏
に
深
謝
す
る
と
共
に
、

著
書
よ
り
の
引
用
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
フ
ォ
ス
美
弥
子
氏
に
も
深
謝
す
る
。

本
稿
の
要
旨
は
、
第
八
十
七
回
日
本
医
史
学
会
大
会
（
一
九
八
六
）
、
同
関
西
支
部
大
会
（
一
九
八
五
・
四
・
二
十
一
及
び
一
九
八
七
・
五
・
二
十
四
）

で
発
表
し
た
。

（48） 184



文
献
お
よ
び
注

目
胃
シ
』
．
国
閏
己
巨
旨
．
庁
茸
曾
’
、
閏
⑦
訂
宮
胃
昏
①
。
①
国
曾
巳
シ
月
匡
ゆ
く
①
、
旨
目
胃
国
侭
巨
①
》
号
⑦
ｚ
①
吾
９
首
旨
号
．
弓
胃
い
①

Ｆ

庁
詳
①
園
画
吋
①
吾
①
胃
目
員
①
庁
茸
①
扇
島
シ
・
］
・
国
囚
匡
色
目
旨
（
扇
＄
１
９
）
〉
冒
○
匡
国
掃
討
言
○
号
９
９
国
司
シ
・
同
国
画
匡
Ｑ
巨
冒
》
（
届
９
１

鴎
）
．
四
目
且
号
①
く
Ｃ
Ｏ
目
で
国
、
①
』
登
庁
茸
の
厨
坤
○
日
号
①
も
凰
○
Ｑ
扇
閉
８
届
忌
．
シ
ケ
Ｏ
巨
号
ｇ
ｏ
島
号
①
庁
茸
①
厨
．
津
○
日
届
ｇ
８

ｃ

、

、

』
、
司
錺
四
吋
①
］
①
茸
①
凰
坤
○
員
声
］
四
℃
四
国
．

目
｝
扁
開
Ｃ
Ｏ
員
秒
冒
冒
匡
の
匪
旨
守
冒
冒
異
５
口
の
○
口
ｏ
９
自
首
輯
目
①
ｇ
ｏ
巴
匡
、
８
吋
く
．
弓
｝
５
白
砂
自
己
日
昌
、
ｇ
胃
鄙
①
こ
ず
く
吾
⑦
』
曾
厨
扇

■

①

■

●

令

、

（
ｓ
緒
方
は
、
書
簡
中
に
は

で
、
一
見
「
〈
」
に
間

づ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ハヘヘヘヘヘ

プ＜者一四＝一‐一

画一レーーー

中
野
操
「
ロ
イ
ト
ル
と
ポ
ー
ド
イ
ン
ー
同
一
説
を
否
定
す
る
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
二
○
八
号
、
八
三
’
八
七
、
一
九
六
四

例
え
ば
石
田
純
郎
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
」
三
省
堂
、
一
九
八
八

フ
ォ
ス
美
弥
子
訳
『
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
幕
末
維
新
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七

古
西
義
磨
「
幕
末
に
お
け
る
第
二
回
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
」
『
日
本
史
論
叢
』
八
四
五
’
八
六
三
、
一
九
七
六

石
田
純
郎
「
酒
乱
の
ロ
イ
ト
ル
の
失
敗
」
『
日
本
医
事
新
報
』
三
二
○
九
号
、
六
一
’
六
二
、
一
九
八
五

石
田
純
郎
「
ロ
イ
ト
ル
と
ツ
ワ
ー
テ
ル
ー
開
拓
使
仮
学
校
女
学
校
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
教
師
た
ち
」
『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
二
巻
一
号
、
一
七
Ｉ

三
四
、
一
九
八
六

に
は
○
冒
冒
と
つ
づ
ら
れ
て
‐
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
Ｇ
の
発
言
は
、
グ
の
口
の
形
を
し
て
、
声
を
出
さ
ず
に
喉
を
鳴
ら
す
の

に
聞
こ
え
る
（
例
○
国
目
昌
画
Ⅱ
ハ
ラ
タ
己
。
従
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
風
の
○
鴨
冒
の
発
音
を
耳
で
聞
い
て
○
富
国
と
つ

弓
岸
吊
ン
．
〕
・
国
四
宮
昌
昌
］
Ｆ
里
扇
勗

の
日
凰
Ｏ
閂
吻
国
胃
己
少

（
三
菱
水
島
病
院
）
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areasfbllows:

1.ItissugJstedthattheintroductionoftheophthalmoscopcofDondcrstoJapanwasinl861.

ItwaspreviouslybelievedthatitwasintrodcedbyDr・Bauduinin1862.

2.ItisconfirmedthatthedeparturedateofDr.PompefromJapanWasNov.1st,1862.

3.ItisconfirmedthatthedateofarrivalofDr.BauduininDCjimawasOct.28th,1862.

4.Dr.BauduinwenttoBataviainJavafromDec.1866toMarchl8th,1867.Itwasprcviously

believedthathewenttotheNetherlandsduringthisperiod.

5.TheJapaneseGovernmentwantedDr.BauduintorevisitJapanasofaboutFcb.1868．Itwas

believedthathestayedinShanghaiinl868、butinfacthestayedinRotterdam.

6.Dr.MansveltfbllsickfromFeb・toApril,1863andherecuperatedatA.J.Bauduin'sprivate

houseinDtjima.

7.Dr.vanderHeydenwasafiiendofBauduinfamilybefbrehisvisittoJapan.

TheA.J.Bauduinletterscontainmuchadditionalnewinfbrmationconcerningmedicalhistory.The

lettersmustbeconsideredtobeveryimportantmaterialtotheresearchofmedicalhistoryduringthe

latterhalfofthel9thCenturV.

＠
ｍ
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（
つ
め
）


